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「コリント教会へのパウロの手紙」のポイント
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1　   コリント教会への手紙のアウトライン 
　A：教会の問題についての対処 
　　  (1)教会の分裂について(1章10節～4章21節) 
        (2)教会の無秩序な状態について(5章1節～6章20節) 
 
   B：教会の質問に答える 
　　  (1)クリスチャンの結婚に関する教え(7章1節～40節) 
　　  (2)クリスチャンの自由に関する教え(8章1節～10章33節) 
　　  (3)礼拝に関する教え(11章1節～14章40節) 
　　  (4)復活に関する教え(15章1節～16章24節)

「コリント教会へのパウロの手紙」を読んでみよう

　　今日の聖書箇所：1章18節～25節1

2　　今日のポイント：福音の核心・救い
　 (1)福音に集中して欲しい(前回の復習) 
　　　1章1～17節では、コリント教会の内部で葛藤があったことが記録されていました。その葛藤の原因 
　　 となったのは、福音を伝える伝道者達への好き嫌いでした。福音の真理とは全く異なる部分で教会は 
　　 分裂したり、葛藤を覚えることが多いということです。その中でパウロは、１つの福音に心を向ける 
　　 ようにと促しています。

　 (2)救いーそれは創造主の知恵 
　　　　パウロは18～25節の中で、クリスチャンが焦点を置くべき、キリ 
　　  ストの与える救いについて、いくつかの言葉で表現しました。「十字 
　　  架のメッセージ(18節)」「創造主の力(18節)」「創造主の知恵(21節)」 
　　  などです。このように救いという言葉の裏には創造主の大きな御計画 
　　  と恵み、知恵と力が詰まっています。これを完全に人間の側で理解 
　　  する事は不可能です。救いは不思議な主のご計画なのです。 
   　　　パウロはそのような救いを前にして人間の知恵は愚かであり、そ 
　　  の人間の知恵を持って創造主の知恵を知ろうとする姿は愚かであると 
　　  説いています(21節)。それは19節のイザヤの預言の引用にまとめら 
　     れています。人間の知恵によって救いを得る事や人間の賢さによる救 
　　  いはあり得ないのです。 
　　　  しかし、当時のユダヤ人は救いの証拠として奇跡を要求し、ギリシ 
　　  ア人に代表さえる文明人は理性で納得できるものを要求しました。ま 
　　  た、救いに至らない人にとっては、この十字架のメッセージは愚かに 
　　  さえ見えるとパウロは語っています。
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　パウロは、一見、人間の目には愚かに見える救いの中に隠された驚くべき創造主の知恵・創造主の力・ 
　十字架のメッセージが込められている事を語りました。また、その救いのメッセージを愚かな私たちの 
　言葉を通して現して下さることも語っています。では、大きな壁のように見える未信者への伝道を前にし 
　て私たちは、どのように歩むべきでしょうか。諦めるべきでしょうか。創造主の力が現される様に切に 
　祈り求めると同時に、語り始めるべきでしょうか。

(3)救いーそれは創造主の力 
　　　パウロは救いを「創造主の力」とも表現しました。自らの力や知恵で救いに至らない事は前述しま 
　 した。そこでパウロは救いは「創造主(側)の力」だとも表現したのです。人間には罪を犯す(創造主から 
　 離れる自由意志)力はあるのに、罪から救われる方法や知恵は持ち合わせていません。ゆえに、救いには 
　 創造主(側)の力」が表されているのです。ご自分の御子であるイエス様をこの地上に送り、十字架で死 
　 なせて下さる事も創造主の全き力がなければ出来ない事でした。ですから、25節では「人の目から見て 
　 弱々しく見えるキリストの十字架上の死という出来事は、どんな人間よりもはるかに強いからである」 
　 とパウロは語ったのです。 

(4)救いを伝えるのは、人間の愚かさによって 
　　パウロは21節～23節で、今まで語ってきた素晴らしい創造主の知恵である救いを伝える方法について 
    語っています。救いには人間の知恵では計り知れない創造主の知恵が働いていました。救いには人間の 
　 力ではどうすることも出来ない罪の世界から救って下さる創造主の力が働いていました。 
　　しかし、その救いを伝える為に、創造主がお用いになられるのは人間の伝道であるとパウロは語ってい 
　 ます。21節「だから創造主は、人が宣べ伝えるメッセージを信じるという、人間的に考えれば実に愚か 
　 と思われる方法によって、人を救おうとしておられる」23節「しかし、私たちは十字架につけられたキ 
　 リストを宣べ伝える」創造主は、この救いを人間の伝道を用いて、人々に伝えようとされておられま 
　 す。 
　　パウロは創造主の救いの前に「人間の知恵の限界」「賢さの限界」を語りました。それでもなお、私 
　 たち人間が伝えようとするメッセージを用いて、また語ろうとする言葉を用いて「創造主の知恵」「創 
　 造主の力」「十字架のメッセージ」を現してくださるのです。ですから、パウロは1章の最後には「誇る 
　 者は救ってくださった主を誇れ」と語ったのです。

　　分かち合ってみましょう
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　教会共同体と記念館の為に
（１)ビジョン達成のために　 
　　①「創造をベースに、99％へ福音を」という教会のビジョンが、創造主によって祝福されますように。 　　 
　　②2021年度ビジョン「創造主を信じ、その大能の力によって強くして頂きなさい」の実現の為に。 
　　　クリスチャン一人一人が、主に繋がり、主に強められるように。 
（２）教会のため　 
　　①教会の本質的な働きー礼拝と伝道の働きの為　 
　　②教会の共同体の関係祝福のために 
　　③教会の霊的成長・成熟のために　 
　　④地域との関係　 
（３）ノアの箱船記念館のため　 
　　①ノアの箱船記念館が伝道のために、クリスチャンの信仰形成の為に用いられます様。 
　　②ノアの箱船記念館の財政の祝福、ノアの歩道の為 
（４）教役者のために 
　　①堀越葉満主事のため　②宮崎聖牧師家庭のため

（１）病にある方々の為に・平安があります様に 
　　　①豊田昌代姉　②柴田啓子姉(リハビリ)　③内田家　④吉川珠卯姉　⑤斎藤勝兄　 
　　　⑥二枝友恵姉　⑦川村澄姉　⑧キムウンジョン姉　⑨野口容子姉　⑩斉藤法子姉 
（２）教会からしばらく離れている方の為 
　　　吉川珠卯姉、吉川大空兄、﨑山彰伍兄、西村直兄、今井純子姉、今井公登兄、今井啓太さ 
　　   ん、黒田優人兄、豊田家の子供達、 
（３）次世代の為に 
　　　①日曜学校の祝福の為　 
　　　②ユースの為に(ユースの学び・恋愛結婚・職場での祝福・海外にいる若者・他住の若者) 
（４）今月の祈祷課題の方々のために 
　　　①キムウンジョン姉(ご主人:パクさん)ー出産の為帰国中。出産が守られるように。 
　　　②黒田優人兄ー仕事の祝福。信仰の回復。 
　　　③小林家ー子供達の信仰の成長。進路の祝福。 伴侶の救い。  
　　　④斎藤家ー勝兄と陽子姉の健康。法子姉の健康と仕事の祝福。 

　教会員の為に

　伝道と宣教の為に
（１)洗礼準備・聖書の学びをされている方々のため 
　　①内田眞由美さん　②小川さん　③あさみさん　④今井啓太さん⑤小林誠さん　　 
（２）受洗後の学びをされている 
　   ①仲尾遙斗兄　②小林大悟兄　③武藤加奈姉　④小林愛実姉　 
（３）伴侶の救いの為 
　　①大西家　②小林家　③池谷家　④永井家　⑤今井(純)家　⑥吉川家　⑦千種家 
（４）伝道のためのグループ(感染から守られる様に) 
　　①レプトン　②ゴスペル・フラ　③卓レシア　④女性集会　⑤創愛クラブ　⑥クラフトカフェ　 
　　⑦ノア・パーク 
（５）ロゴス・ホープ号乗船　野口聖恵姉ー災害支援活動の為


